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県北の家庭教育応援企業通信 

発行所 

 福島県教育庁県北教育事務所 

  福島市杉妻町2番1６号 

  電話024-521-2814 

発行者   有 賀 仁 一 

家庭教育応援企業に申込みいただきありがとうございました 

新たに、株式会社三栄精機製作所、株式会社オウジ、株式会社川俣町農業振興公社、社

会福祉法人信達福祉会、株式会社国見メディアデバイス、渋谷建設株式会社、株式会社荏

原風力機械国見工場、株式会社富士ピー・エス東北工場、株式会社小林、三和石油ガス株

式会社、コバックス株式会社 様から申し込みをいただき、家庭教育応援企業が８１にな

りました。引き続き子育てしやすい職場環境づくりと子どもたちが健やかに育つことがで

きる活動に取り組まれるようお願いいたします。ぜひ、取組の様子を御報告ください。 

＜福島市＞  福島ヤクルト販売株式会社、大槻電設工業株式会社、福島信用金庫、佐藤工業株式会社、朝日システム株式会社、 

東開工業株式会社、社会医療法人秀公会、株式会社福島銀行、株式会社ダイユーエイト、株式会社大丸工務店、株式会社東邦銀行、 

株式会社山川印刷所、株式会社日進堂印刷所、公益社団法人福島県森林、林業、緑化協会、第一温調工業株式会社、 

協和ボーリング株式会社、株式会社トーネット、株式会社トーネットコーポレーション、株式会社三本杉ジオテック、 

株式会社オノヤスポーツ、株式会社日新土建、株式会社クリーンテック、株式会社環境分析研究所、株式会社こんの、 

一般財団法人大原綜合病院、株式会社阿部紙工、株式会社光和設備工業所、シオヤユニテック株式会社、福島酸素株式会社、 

株式会社クリフ、内池醸造株式会社、株式会社アポロガス、社会福祉法人けやきの村、福島民友新聞株式会社、株式会社ジェンツ、 

生活協同組合コープふくしま、渡辺エンジニアリング株式会社、株式会社福島民報社、福島ガス株式会社、社会福祉法人陽光会、 

       きらり健康生活協同組合、北芝電機株式会社、アース株式会社、株式会社エイティック、有限会社西坂製作所、 

福島カラー印刷株式会社、福島鈑金工業株式会社、有限会社佐戸川ダクト鈑金工業所、株式会社サン・ベンティング福島、 

株式会社倉島商店、東北電力株式会社福島支店、イーコンセプト株式会社福島支店、株式会社モリヨシ技研、 

社会福祉法人ライフ・タイム・福島、コバックス株式会社 

＜川俣町＞  株式会社川俣町農業振興公社、株式会社小林 

＜伊達市＞  富士通アイソテック株式会社、公益財団法人仁泉会、株式会社ナプロアース、社会福祉法人慈仁会、社会福祉法人信達福祉会、 

三和石油ガス株式会社 

＜桑折町＞  福興産業株式会社、曙ブレーキ福島製造株式会社、株式会社三栄精機製作所 

       渋谷建設株式会社 

＜国見町＞  公立藤田総合病院、株式会社国見メディアデバイス、 

株式会社荏原風力機械国見工場 

＜二本松市＞ 株式会社丸や運送、二本松信用金庫、医療法人辰星会、株式会社オウジ 

＜大玉村＞  株式会社三和製作所、株式会社富士ピー・エス東北工場 

＜本宮市＞  アルス株式会社、株式会社光大産業、東北協同乳業株式会社、 

株式会社イワキ、株式会社マインド 
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家庭教育を充実させていくためには、家庭や地域だけでなく、企業の取組の推進が益々求められてい

ます。ぜひ、取組の様子を御報告ください。 

 

 子供の健全な成長のためには、家庭だけでなく、地域社会や学校、行政、企業等も力を合わせ、子育て

家庭の「支え」となり、社会全体で子育てや家庭教育を応援していくことが求められます。 

共働き世帯が増え、親が子育てについて学ぶ機会も少なくなってきています。そのような中、子育てに

対する不安を感じている従業員の方も少なくありません。そこで、子 

育て中の方（乳幼児から思春期の子供をもつ保護者）やこれから親と 

なる方を対象として、家庭教育や子育てについて学ぶ学習会を開催し 

ませんか。 

◯ 日 時 ご要望に応じます。ご相談の上で決定します。 

◯ 場 所 企業等に出向きます。 

◯ 対 象 企業等で働く子育て中の方やこれから親となる方 等 

◯ 内 容 ご要望に応じます。ご相談の上で決定します。 

＜例＞ ◇家族のふれあい ◇食育 ◇性教育  

◇子育て ◇情報モラル ◇その他家庭教育に関するもの 

   ぜひ、御相談ください。電話０２４－５２１－２８１４ 

 

 

 

企業の皆様に取り組んでいただいているのは、「職場の家庭教育推進」「生活習慣向上の取組」「学校

行事への参加促進」「職場見学・体験の実施」「地域行事への協力・支援」などです。 

株式会社福島銀行の取組を紹介します。 

株式会社福島銀行 

◯地域行事への協力・支援 

・子ども向けワークショップの開催 

  24年度より小学生を対象としたワークショップを継続 

開催しており、28年度は4回開催しました。 

・キッズワークショップカーニバルへの出展 

キッズデザイン協議会と福島市のこむこむ館が主催する 

イベントへ出展し、銀行やお金に関するワークショップを 

開催しました。福島県内の企業として唯一出展しました。 

・季節ごとの10大イベント開催 

  季節ごとに開催するイベントの中で、親子で参加できる 

企画を開催しました。 

◯職場体験・見学の実施 

・各営業店での職場見学受入れ  

    銀行の三大業務や一日の仕事について説明しました。また、 

金庫の見学や札勘などを体験しました。 
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近年のスマートフォン等の急速な普及に伴い、多くの児童・生徒がスマートフォンを利用し、SNS（ソ

ーシャルネットワーキングサービス）、無料通話アプリ、オンラインゲーム等のいわゆるソーシャルメデ

ィア等を利用するようになっています。 

 一方、こうした機器の長時間利用による生活習慣の乱れや、不適正な利用により、児童・生徒が犯罪

被害に遭遇したり、いじめやプライバシー上の問題など思わぬトラブルに陥ったりするケースも見受け

られます。 

そこで、地域家庭教育推進県北ブロック会議では、「メディアコントロール」を家庭教育における喫緊

の課題として位置づけ、県北教育事務所事業の「親子の学び応援講座」や「フォローアップ研修」など

により家庭教育支援を行ってきました。そして、このたび「脱！ネットトラブル 脱！ネット依存」を

作成しました。 

ぜひ、従業員の皆様に回覧あるいは配布いただければ幸いです。県北教育事務所のホームぺージ

（http://www.kenpoku-eo.fks.ed.jp/)に、「脱！ネットトラブル 脱！ネット依存」を掲載していますので、

御活用ください。 


